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（
1
）預
金
残
高・貸
出
金
残
高
の
状
況

　

2
0
2
5
年
度
は
、
預
金
・
貸
出
金
残

高
と
も
に
前
年
度
比
で
増
加
し
た
。
も
っ

と
も
、
貸
出
金
残
高
が
引
き
続
き
高
い
伸

び
を
示
す
一
方
、
預
金
残
高
の
増
加
率
は

相
対
的
に
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

（
図
表
1
）。

　

貸
出
金
残
高
は
前
年
度
比
プ
ラ
ス
4
・

4
％
と
、
高
い
増
加
率
を
維
持
し
た
。
貸

出
金
利
が
上
昇
す
る
中
で
も
伸
び
が
続
い

て
い
る
背
景
に
は
、
企
業
お
よ
び
家
計
に

お
け
る
堅
調
な
資
金
需
要
が
あ
る
。
企
業

部
門
で
は
好
調
な
業
績
を
背
景
と
し
た
投

資
需
要
に
加
え
、
原
材
料
費
や
輸
入
価
格
、

設
備
投
資
関
連
費
用
の
上
昇
と
い
っ
た
物

価
要
因
に
よ
り
必
要
資
金
が
増
加
し
て
い

る
。
家
計
部
門
で
も
住
宅
価
格
の
上
昇
を

受
け
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
入
額
の
増
加
や

借
入
期
間
の
長
期
化
が
進
ん
で
い
る
。
さ

ら
に
、
貸
出
金
利
の
上
昇
に
伴
う
金
融
機

関
の
貸
出
姿
勢
の
積
極
化
が
、
こ
う
し
た

資
金
需
要
へ
の
対
応
を
通
し
て
貸
出
金
残

高
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
個
別
銀

行
で
み
て
も
、
9
割
以
上
の
地
域
銀
行
で

貸
出
金
残
高
は
前
年
度
末
比
増
加
と
な
っ

て
お
り
、
増
加
率
の
地
域
差
は
小
さ
い
。

中
に
は
10
％
を
超
え
る
増
加
率
を
示
す
銀

行
も
複
数
あ
り
、
地
域
を
問
わ
ず
資
金
需

要
が
堅
調
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

預
金
残
高
は
前
年
度
比
プ
ラ
ス
1
・
8

％
と
増
加
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
低
下

傾
向
に
あ
っ
た
増
加
率
は
や
や
持
ち
直
し

た
も
の
の
、
水
準
と

し
て
は
依
然
と
し
て

高
い
と
は
言
え
ず
、

22
年
度
以
降
は
貸
出

金
残
高
の
増
加
率
を

下
回
る
状
況
が
続
い

て
い
る
。

　

近
年
の
預
金
増
加

率
の
低
下
要
因
と
し

て
は
、
高
齢
化
の
進

展
や
物
価
高
に
伴
う

実
質
賃
金
の
減
少
、

企
業
に
よ
る
手
元
資

金
の
活
用
、
さ
ら
に

は
少
額
投
資
非
課
税

制
度
（
N
I
S
A
）

を
は
じ
め
と
す
る
投

資
へ
の
資
金
シ
フ
ト

最
高
益
決
算
の
下
で
問
わ
れ
る
持
続
可
能
性
の
検
証

2
0
2
5
年
度
決
算
に
み
る
地
域
銀
行
の
経
営
課
題

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

金
融
戦
略
室
長
兼
プ
リ
ン
シ
パ
ル

五
藤
靖
人

解 説

　
2
0
2
5
年
度
は
、
国
際
政
治
や
地
政
学
リ
ス
ク
の
影
響
を
強
く
受
け
、
世
界
経
済
・
社
会
が
大
き
く
揺
れ
動
い
た
1

年
で
あ
っ
た
。
日
本
で
も
、
米
国
の
関
税
政
策
や
紛
争
に
起
因
す
る
物
価
高
が
継
続
し
、
25
年
12
月
の
利
上
げ
な
ど
金
融

政
策
の
転
換
や
政
府
の
財
政
政
策
を
背
景
と
し
て
、
金
利
は
上
昇
基
調
を
た
ど
っ
て
い
る
。「
金
利
の
あ
る
世
界
」
が
本

格
化
す
る
一
方
、
株
式
市
場
で
は
史
上
最
高
値
の
更
新
が
続
く
な
ど
、
金
融
市
場
は
総
じ
て
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
地
域
銀
行
の
25
年
度
決
算
資
料
1・2
を
基
に
、
こ
う
し
た
経
済
環
境
や
金
融
政
策
の
変
化
が
地
域
銀
行
の
経
営
環
境

に
与
え
た
影
響
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
地
域
銀
行
の
経
営
課
題
に
関
し
て
考
察
す
る
3
。

ご
と
う
・
や
す
ひ
と　
三
和
総
合
研

究
所
入
社
後
、旧
U
F
J
銀
行
総
合

リ
ス
ク
管
理
部
出
向
等
を
経
て
現
職
。

当
社
入
社
以
来
、金
融
機
関
の
経
営

管
理
高
度
化
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等

に
従
事
。主
著「
地
域
金
融
機
関
の
将

来
経
営
計
画
」（
き
ん
ざ
い
）。

　

1　分析の対象とした地域銀行は、全国地方銀行協会または第二地方銀行協会加盟行のうち決
算短信を公表している96行とした。

2　本項中の図表は全て、全国地方銀行協会、第二地方銀行協会の加盟各銀行の決算短信・決算
説明資料等（96行単体ベース）、および全国地方銀行協会「地方銀行の決算の状況」、第二地
方銀行協会「統計資料（決算）」よりMURC（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング）作成。

3　2024年度決算に基づく分析は、拙稿「大幅増益の背景で進む預金調達環境の変化」（金融財
政ビジネス2025年7月3日号）参照。
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な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
25
年
度
に
は
増
加

率
が
や
や
回
復
し
た
が
、
こ
れ
が
持
続
す

る
の
か
、
再
び
増
加
率
の
低
下
や
預
金
の

減
少
に
向
か
う
の
か
は
、
地
域
銀
行
の
資

金
調
達
基
盤
の
観
点
か
ら
注
視
す
べ
き
点

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
段
で
改

め
て
論
じ
る
。

　

個
別
銀
行
の
動
向
を
見
る
と
、
24
年
度

に
は
約
4
割
の
銀
行
で
預
金
が
前
年
度
比

減
少
と
な
っ
て
い
た
が
、
25
年
度
に
は
減

少
行
の
割
合
は
約
2
割
と
低
下
し
た
。
地

域
別
で
は
差
異
も
見
ら
れ
、
近
畿
や
四
国

で
は
3
％
近
い
高
い
増
加
率
と
な
る
一
方
、

東
北
で
は
全
体
と
し
て
横
ば
い
ま
た
は
減

少
と
な
る
銀
行
が
多
い
。
こ
う
し
た
差
異

の
背
景
に
は
、
人
口
動
態
の
違
い
に
加
え
、

各
行
の
預
金
戦
略
や
金
利
施
策
、
預
金
の

粘
着
性
の
差
な
ど
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）損
益
の
状
況

　

地
域
銀
行
の
25
年
度
当
期
純
利
益
は
前

年
度
比
プ
ラ
ス
37
・
3
％
の
1
兆

7
4
9
4
億
円
と
大
幅
な
増
益
と
な
り
、

前
年
度
に
続
く
高
い
増
益
水
準
を
記
録
し

た
（
図
表
2
、
3
）。

　

増
益
の
主
因
の
一
つ
は
資
金
利
益
の
拡

大
で
あ
る
。「
金
利
の
あ
る
世
界
」
が
定

着
し
、
貸
出
金
利
息
お
よ
び
有
価
証
券
利

息
配
当
金
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
資
金
調

達
費
用
も
増
加
し
て
い
る
が
、
資
金
運
用

利
回
り
の
改
善
に
よ
る
収
益
増
加
が
こ
れ

を
上
回
り
、
資
金
利
益
は
前
年
度
比
プ
ラ

ス
16
・
8
％
と
高
い
伸
び
と
な
っ
た
。
24

年
度
の
増
加
率
（
プ
ラ
ス
9
・
4
％
）
と

比
べ
て
も
伸
び
は
加
速
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
市
場
金
利
の
上
昇
が
時
間
を
か
け
て

銀
行
の
運
用
収
益
に
反
映
さ
れ
る
た
め
で

あ
る
。
変
動
金
利
取
引
で
は
金
利
上
昇
影

響
が
即
時
に
反
映
さ
れ
る
一
方
、
固
定
金

利
取
引
は
満
期
到
来
後
の
更
新
時
に
反
映

さ
れ
る
た
め
、
段
階
的
に
収
益
を
押
し
上

げ
る
。
25
年
度
は
、
24
年
度
か
ら
の
金
利

上
昇
が
固
定
金
利
取
引
に
も
波
及
し
、
貸

出
お
よ
び
有
価
証
券
運
用
全
体
の
運
用
収

益
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
増
益
要
因
は
株
式
等
関
係

損
益
の
増
加
で
あ
る
。
株
式
市
場
は
地
政

学
リ
ス
ク
に
よ
る
変
動
を
伴
い
な
が
ら
も

上
昇
基
調
を
維
持
し
、
日
経
平
均
株
価
は

2025/3末

2026/3末

2025/3末

2026/3末

預金

貸出金

406.9

414.4

324.5

338.7

1.8%

4.4%

2.0%

3.1%

9.6%

5.0%

3.3%

2.4%

2.1%

4.6%

2.2%

3.3%

1.1%

3.4%

1.8%

4.4%

残高
（兆円） 増減率

時系列増減率
2020年度2019年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

35,737

14,709

12,174

41,578

6,614

47,255

28,556

18,616

-4,718

4,271

1,570

12,745

44,073

17,776

18,148

48,580

6,920

54,738

30,085

24,644

-11,361

11,154

2,071

17,494

23.3%

20.9%

49.1%

16.8%

4.6%

15.8%

5.4%

32.4%

---

161.1%

31.9%

37.3%

86.5%

61.5%

96.9%

100.0%

91.7%

96.9%

71.9%

91.7%

64.6%

29.2%

57.3%

88.5%

83

59

93

96

88

93

69

88

62

28

55

85

2024年度 2025年度 増減率 増加行  （構成比）

12.5%

38.5%

1.0%

0.0%

8.3%

3.1%

25.0%

8.3%

30.2%

46.9%

42.7%

11.5%

12

37

1

0

8

3

24

8

29

45

41

11

減少行  （構成比）

---

---

---

---

---

0.0%

---

1.0%

3.1%

16.7%

---

2.1%

---

---

---

---

---

0

---

1

3

16

---

2

赤字行  （構成比）

損益の増減分布（銀行数）損益（億円） うち赤字

貸出金利息

有価証券利息配当金

資金調達費用

資金利益

役務利益

コア業務粗利益（※）

経費

コア業務純益（※）

債券関係損益

株式等関係損益

与信費用

当期純利益
（※）除く投資信託解約損益

〈図表1〉地域銀行の預貸金残高の増減推移

（出所）各行公表資料等よりMURC作成

〈図表2〉地域銀行の損益分布状況

（出所）各行公表資料等よりMURC作成

24,000

22,000

20,000

18,000

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000
前年度
当期利益

資金利益 役務利益 経費 債券
関係損益

株式等
関係損益

与信費用 その他 当期利益

12,745

（億円）

7,002 307

-1,529

-6,643

6,883

-501
-769

17,494

〈図表3〉地域銀行の損益増減要因分解

（出所）各行公表資料等によりMURC作成
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史
上
最
高
値
を
更
新
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

政
策
投
資
株
式
・
純
投
資
株
式
の
売
買
益

が
増
加
し
、
損
益
を
押
し
上
げ
た
。

　

一
方
、
減
益
要
因
と
し
て
は
債
券
関
係

損
益
の
悪
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
金
利
上
昇

に
伴
う
債
券
価
格
の
下
落
に
よ
り
、
売
却

損
や
償
還
損
が
発
生
し
、
赤
字
幅
は
拡
大

し
た
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
解
除
以
降
、
債
券

関
係
損
益
の
赤
字
が
続
い
て
お
り
、
25
年

度
は
赤
字
幅
が
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
。

株
式
等
関
係
損
益
の
増
加
に
よ
り
有
価
証

券
損
益
全
体
で
は
お
お
む
ね
相
殺
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
26
年
度
に
入
っ
て
も
長
期

金
利
の
上
昇
が
続
い
て
お
り
、
今
後
の
評

価
損
益
と
合
わ
せ
た
保
有
債
券
の
リ
ス

ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
金
利
上
昇
局
面
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
与
信
費
用
お
よ
び
経
費
の

増
加
も
減
益
要
因
と
な
っ
た
が
、
影
響
は

限
定
的
で
あ
る
。
与
信
費
用
は
依
然
と
し

て
低
水
準
に
あ
り
、
信
用
リ
ス
ク
は
安
定

し
て
い
る
。
経
費
に
つ
い
て
は
、
人
件
費

上
昇
や
物
価
高
、
将
来
投
資
の
拡
大
な
ど

を
背
景
に
増
加
基
調
が
続
い
て
い
る
。

　

総
じ
て
、
資
金
利
益
の
拡
大
が
粗
利
益

を
押
し
上
げ
、
コ
ア
業
務
純
益
お
よ
び
当

期
純
利
益
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

増
益
と
な
っ
た
銀
行
は
8
割
を
超
え
、
資

金
利
益
お
よ
び
コ
ア
業
務
純
益
で
は
9
割

以
上
が
増
益
で
あ
っ
た
。
減
益
行
で
は
、

資
金
利
益
の
伸
び
悩
み
や
債
券
損
失
の
拡

大
、
経
費
増
加
な
ど
が
み
ら
れ
、
特
に
規

模
の
小
さ
い
銀
行
で
散
見
さ
れ
た
。

（
3
）時
系
列
推
移

　

25
年
度
決
算
は
、
24
年
度
の
最
高
益
を

さ
ら
に
上
回
り
、
過
去
最
高
益
を
更
新
し

た
（
図
表
4
）。

　

こ
の
高
収
益
を
支
え
て
い
る
の
は
コ
ア

業
務
純
益
の
増
加
で
あ
り
、
マ
イ
ナ
ス
金

利
期
と
比
較
す
る
と
お
お
む
ね
倍
増
し
、

過
去
最
高
水
準
に
達
し
て
い
る
。
金
利
上

昇
に
よ
る
利
回
り
改
善
に
加
え
、
預
貸
残

高
の
増
加
を
背
景
と
し
た
資
金
利
益
の
拡

大
が
主
因
で
あ
る
。
加
え
て
、
役
務
利
益

の
拡
大
や
経
費
削
減
の
継
続
も
寄
与
し
て

お
り
、
収
益
体
質
は
過
去
に
比
べ
大
き
く

強
化
さ
れ
て
い
る
。
与
信
費
用
は
増
加
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
過
去
の
危
機
局
面
と

比
べ
れ
ば
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

信
用
コ
ス
ト
の
安
定
も
高
収
益
を
支
え
る

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
）中
小・地
域
金
融
機
関
向
け
の

�

総
合
的
な
監
督
指
針
の
改
正

　

最
高
益
を
更
新
し
、
収
益
環
境
の
改
善

が
続
い
た
25
年
度
決
算
で
あ
る
が
、
地
域

銀
行
の
経
営
課
題
は
依
然
と
し
て
継
続
し

て
お
り
、
足
元
の
好
調
な
収
益
環
境
下
で

も
将
来
の
持
続
可
能
性
に
与
え
る
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
金
融
庁

が
今
夏
改
正
を
予
定
し
て
い
る
「
中
小
・

地
域
金
融
機
関
向
け
の
総
合
的
な
監
督
指

針
」（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
中
）
に
基

づ
い
て
地
域
銀
行
の
経
営
課
題
を
考
え
た

い
。

　

改
正
の
目
的
は
、
25
年
12
月
に
公
表
し

た
「
地
域
金
融
力
強
化
プ
ラ
ン
」
の
反
映

で
あ
り
、
地
域
金
融
機
関
が
取
引
先
の
企

業
価
値
向
上
や
地
域
課
題
解
決
の
役
割
を

果
た
す
環
境
整
備
と
、
地
域
で
役
割
を
果

た
し
続
け
る
た
め
の
金
融
機
関
の
資
本
支

援
を
含
む
体
力
強
化
が
狙
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
改
正
指
針
案
で
は

「
持
続
可
能
性
の
検
証
」
と
そ
れ
に
基
づ

く「
資
本
増
強
に
関
す
る
業
務
改
善
命
令
」

が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
将
来
の
予
測
に
基

づ
く
業
務
改
善
命
令
が
可
能
に
な
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
監
督
手
法
か
ら
大
き
く
踏
み

込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

経
営
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
検
証
は

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
や
観
点
が
考
え
ら
れ
る

が
、
改
正
指
針
案
で
は
特
に
「
人
口
動
態

に
よ
る
預
金
の
減
少
」
と
「
金
利
変
動
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
地
域
金

融
機
関
の
大
き
な
経
営
課
題
で
あ
り
、
足

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

（億円）

19,113

1,570

12,745

25,669

17,494

2,071

コア業務純益
与信費用
当期純利益

2014 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

〈図表4〉地域銀行の損益時系列推移

（出所）各行公表資料等によりMURC作成

•当局は将来の人口動態や金利変動等にかかる合理的なシナリオを設定して、持続可
能な収益性と将来にわたる健全性に関して総合的かつ深度ある検証を行い、銀行の
将来の経営状況について認識の共有を図るものとする。

•当該銀行を取り巻く経済環境に関する合理的なシナリオに基づくストレステストによっ
て、最低所要自己資本比率を下回る蓋然性が高いと認められ、かつ、（4）に記載の深度あ
る検証を行い、必要な業務改善を促した結果、さらに資本増強を確実に実施する必要が
あると認められる場合には、資本増強に関する業務改善命令を発出するものとする。

•当局は、将来の人口動態等が預金に与える影響について分析を行い、過去の預金流出
に関するストレス事象等も踏まえて、深度ある検証を行うものとする。

•金融機関は、店舗ネットワークの再編等の検討を進める際に、顧客サービスの維持・確
保に向けた取り組み等を進めることが期待されている。

がいぜん

〈図表5〉「中小・地域金融機関向けの総合的な監督指針」
における主な追加記載項目（抜粋）

（出所）金融庁公表資料よりMURC作成
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元
の
収
益
環
境
だ
け
で
な
く
、
中
長
期
的

な
将
来
を
見
据
え
た
課
題
で
も
あ
る
。
監

督
指
針
で
あ
る
た
め
当
局
が
実
施
す
る
検

証
と
し
て
定
め
て
い
る
が
、
監
督
を
受
け

る
地
域
金
融
機
関
も
同
様
の
検
証
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
人
口

動
態
や
金
利
変
動
等
を
考
慮
し
た
シ
ナ
リ

オ
な
ど
に
よ
り
自
ら
の
経
営
状
況
を
分
析

し
、
影
響
が
顕
在
化
す
る
前
段
階
か
ら
将

来
に
向
け
た
必
要
な
施
策
を
着
実
に
進
め

て
お
く
こ
と
が
、
金
融
庁
が
改
正
指
針
案

を
通
じ
て
地
域
金
融
機
関
に
求
め
て
い
る

経
営
課
題
へ
の
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
。

（
5
）金
利
変
動
の
影
響
に
対
す
る
検
証

　

改
正
指
針
案
で
記
載
さ
れ
た
検
証
の
一

つ
が
金
利
変
動
影
響
で
あ
る
。
25
年
度
決

算
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
金
利
上
昇
の
恩

恵
を
受
け
て
大
幅
な
増
益
と
な
る
一
方
で
、

債
券
関
係
損
益
や
債
券
評
価
損
益
は
大
幅

な
赤
字
が
続
い
て
い
る
。
金
利
上
昇

は
、
運
用
収
益
の
増
加
（
イ
ン
カ
ム

ゲ
イ
ン
）
と
保
有
債
券
の
価
格
低
下

（
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
）
が
同
時
に
発

生
す
る
た
め
、
金
利
変
動
の
影
響
を

検
証
す
る
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
や
収
益
を
総
合
的
に
評
価
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
ス
面
の
影
響
が
大
き
い
の

が
、
債
券
評
価
損
益
の
減
少
で
あ
る
。

金
利
上
昇
に
よ
り
債
券
等
の
価
格
が

下
落
す
る
と
、
保
有
す
る
債
券
に
評

価
損
が
発
生
す
る
。
25
年
度
末
の
有

価
証
券
評
価
損
益
は
前
年
度
か
ら
増

加
し
た
が
、
株
価
上
昇
に
よ
る
株
式

評
価
益
の
増
加
が
大
き
く
、
債
券
評

価
損
益
は
前
年
度
か
ら
さ
ら
に
赤
字

幅
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
（
図
表
6
）。

有
価
証
券
合
計
の
評
価
損
益
は
増
加

し
、
プ
ラ
ス
を
維
持
す
る
銀
行
も
増
え
て

い
る
も
の
の
、
債
券
評
価
損
益
は
ほ
ぼ
全

行
で
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
約
半
数
の
銀

行
は
株
式
評
価
益
で
カ
バ
ー
で
き
ず
、
有

価
証
券
評
価
損
益
全
体
で
も
評
価
損
（
マ

イ
ナ
ス
）
と
な
っ
て
い
る
。
自
己
資
本
に

対
す
る
評
価
損
の
割
合
が
10
%
を
超
え
る

銀
行
も
3
割
程
度
と
大
き
な
変
化
は
な
い
。

25
年
度
の
有
価
証
券
評
価
損
益
の
増
加
は
、

一
部
の
銀
行
の
株
式
評
価
益
の
拡
大
に
よ

る
効
果
が
大
き
く
、
多
く
の
銀
行
で
は
債

券
評
価
損
が
依
然
と
し
て
大
き
な
経
営
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

26
年
度
に
入
っ
て
、
金
利
は
さ
ら
に
上

昇
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
先
行
き
の
政
策

金
利
引
き
上
げ
見
通
し
に
加
え
て
、
政
府

の
財
政
政
策
に
対
す
る
懸
念
や
物
価
高
・

円
安
傾
向
の
継
続
か
ら
、
長
期
金
利
の
上

昇
が
継
続
し
て
い
る
。
欧
米
で
も
こ
れ
ま

で
の
利
下
げ
傾
向
か
ら
、
根
強
い
物
価
高

対
策
と
し
て
利
上
げ
に
転
換
す
る
動
き
が

み
ら
れ
、
世
界
的
な
金
利
上
昇
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。
円
債
だ
け
で
な
く
外
債
で
も

評
価
損
益
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

地
域
金
融
機
関
の
債
券
運
用
は
厳
し
い
環

境
が
続
い
て
い
る
。

　

金
利
変
動
の
影
響
に
対
す
る
検
証
に
お

い
て
は
、
こ
う
し
た
債
券
関
係
損
益
の
実

現
損
益
や
評
価
損
益
の
変
化（
リ
ス
ク
）と
、

期
間
損
益
の
変
化
（
リ
タ
ー
ン
）
の
バ
ラ

ン
ス
を
総
合
的
に
評
価
し
た
上
で
、
自
ら

の
経
営
体
力
に
合
わ
せ
て
リ
ス
ク
テ
イ
ク

の
方
針
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
地
域
銀
行
の
A
L
M
（
資

産
・
負
債
の
総
合
管
理
）
や
ス
ト
レ
ス
テ

ス
ト
で
は
、
期
間
損
益
の
収
益
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
実
現
損
益
・
評
価
損
益
分
析

は
、
目
的
や
手
法
の
違
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
別
々
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

「
金
利
の
あ
る
世
界
」の
A
L
M
運
営
で
は
、

金
利
変
動
リ
ス
ク
に
対
す
る
リ
タ
ー
ン
の

評価損益
（兆円）

自己資本に対する評価損益の比率 評価損益内訳（兆円）
増減率

評価益 株式 債券 その他

3.78

2.26

4.57

1.68

2.97

5.13

6.66

-2.76

-3.75

-0.51

0.36

-40.3%

102.3%

-63.2%

76.8%

2022/3末

（2021年度）

2023/3末

（2022年度）

2024/3末

（2023年度）

2025/3末

（2024年度）

2026/3末

（2025年度）

83

83.8%

48

48.5%

67

68.4%

40

41.2%

48

50.0%

～▲10%

11

11.1%

35

35.4%

17

17.3%

27

27.8%

22

22.9%

▲10%～

5

5.1%

16

16.2%

14

14.3%

30

30.9%

26

27.1%

〈図表6〉地域銀行の有価証券評価損益分布

（出所）各行公表資料等よりMURC作成,評価損益は一部非開示行についてMURC推
計値を含む

全国計
東京都
沖縄県
神奈川県
愛知県
千葉県
埼玉県
滋賀県
福岡県
宮城県
大阪府

新潟県
和歌山県
山形県
山口県
岩手県
徳島県
長崎県
高知県
青森県
秋田県

-25% -20% -15% -10% -5% 0% 5% 10%
〈図表7〉都道府県別個人預金見通し（2025年→40年までの増減率）

（出所）MURC作成
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バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
あ
り
、
金
利
や
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
の
変
化
を
考
慮
し
た
将
来
的

な
資
金
収
益
を
分
析
す
る
N
I
I
分
析
や

統
合
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
な
ど
の
分
析
手
法

が
広
が
っ
て
い
る
。
政
策
金
利
が
市
場
の

想
定
上
限
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
レ
ー
ト
）
に

近
づ
く
中
で
、
さ
ら
な
る
金
利
上
昇
リ
ス

ク
や
、
逆
に
再
び
金
利
低
下
に
向
か
う
リ

ス
ク
な
ど
、
地
域
銀
行
は
さ
ま
ざ
ま
な
金

利
シ
ナ
リ
オ
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。
改

正
指
針
案
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

A
L
M
・
金
利
リ
ス
ク
管
理
体
制
を
再
点

検
し
、「
金
利
の
あ
る
世
界
」
に
合
わ
せ

た
体
制
、
制
度
、
運
営
方
針
に
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）人
口
動
態
変
化
に
よ
る
預
金
見
通
し

　

改
正
指
針
案
の
も
う
一
つ
の
検
証
課
題

が
、
人
口
動
態
変
化
に
よ
る
将
来
の
預
金

見
通
し
で
あ
る
。
25
年
度
決
算
で
も
み
ら

れ
た
通
り
、
地
域
銀
行
全
体
の
預
金
残
高

は
増
加
を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
増
加

率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、
預
金
調
達
基
盤

は
構
造
的
な
変
化
に
直
面
し
て
い
る
。

　

預
金
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
金
融
機
関

に
と
っ
て
貸
出
金
や
有
価
証
券
投
資
の
原

資
で
あ
り
、
事
業
活
動
の
基
盤
で
あ
る
。

地
域
銀
行
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
時
代
は

預
金
余
り
の
状
況
が
続
き
、
預
貸
率
（
貸

出
金
÷
預
金
）
は
低
水
準
で
推
移
し
て
い

た
が
、
25
年
度
末
で
は
預
貸
率
は
地
域
銀

行
平
均
で
80
%
を
超
え
て
い
る
。
堅
調
な

貸
出
増
加
率
と
、
預
金
増
加
率
の
低
下
が

続
く
と
、
い
ず
れ
預
貸
率
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
、
貸

出
や
有
価
証
券
投
資
を
制
限
せ
ざ
る
を
得

な
い
環
境
に
陥
る
懸
念
も
あ
る
。
預
金
調

達
基
盤
の
拡
充
に
取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、

将
来
的
な
預
金
見
通
し
に
合
わ
せ
て
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
を
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
取
り
組
み
も
重
要
に
な
る
。

　

将
来
の
預
金
見
通
し
に
お
い
て
は
、
マ

ク
ロ
・
ミ
ク
ロ
の
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
重
要
で
あ
る
。
マ
ク
ロ
・
ア
プ
ロ
ー

チ
で
は
、
自
行
預
金
に
限
ら
ず
、
営
業
地

域
全
体
の
預
金
需
要
が
ど
の
よ
う
に
推
移

す
る
か
を
予
測
す
る
。
中
長
期
の
経
済
シ

ナ
リ
オ
を
設
定
し
た
上
で
、
人
口
動
態
や

地
域
の
年
齢
構
成
、
業
種
・
事
業
所
等
、

で
き
る
だ
け
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
採
り
入

れ
な
が
ら
予
測
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

M
U
R
C
で
は
、
日
本
経
済
の
中
期
的
な

見
通
し
や
将
来
人
口
動
態
、
社
会
環
境
の

変
化
に
基
づ
き
、定
期
的
に
地
域
別
の「
預

貸
金
見
通
し
」
を
行
っ
て
お
り
、
全
国
の

個
人
預
貯
金
は
30
年
ご
ろ
を
ピ
ー
ク
と
し

て
減
少
に
転
じ
る
と
予
測
し
て
い
る
。
多

く
の
地
域
で
は
、
40
年
の
個
人
預
金
は
現

在
よ
り
も
5
～
10
%
程
度
減
少
す
る
見

込
み
で
あ
り
、
こ
う
し
た
個
人
預
金
の
減

少
を
法
人
預
金
等
の
増
加
で
カ
バ
ー
で
き

る
か
ど
う
か
が
、
預
金
調
達
基
盤
を
確
保

す
る
上
で
は
重
要
に
な
る
。
地
域
銀
行
の

預
金
は
、
地
域
の
マ
ク
ロ
需
要
動
向
に
左

右
さ
れ
る
側
面
が
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た

地
域
別
の
預
金
見
通
し
を
経
営
計
画
策
定

等
に
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

外
部
の
統
計
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
地
域
の

需
要
を
予
測
す
る
マ
ク
ロ
・
ア
プ
ロ
ー
チ

に
対
し
て
、
ミ
ク
ロ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
自

行
の
預
金
者
動
向
を
分
析
す
る
手
法
で
あ

る
。
金
利
上
昇
に
よ
る
定
期
預
金
へ
の
預

け
替
え
や
リ
ス
ク
資
産
へ
の
選
好
、
物
価

高
に
よ
る
生
活
・
住
宅
資
金
へ
の
拠
出
な

ど
、
預
金
者
の
動
き
は
一
様
で
は
な
く
、

人
格
や
預
金
商
品
、
地
域
性
な
ど
に
よ
っ

て
そ
の
動
向
は
大
き
く
異
な
る
。
効
率
的

な
預
金
調
達
基
盤
の
拡
大
や
粘
着
性
の
高

い
預
金
の
増
加
の
た
め
に
は
、
預
金
者
の

属
性
や
取
引
状
況
に
よ
っ
て
預
金
残
高
に

与
え
る
影
響
を
分
析
す
る
「
預
金
者
行
動

分
析
」
が
欠
か
せ
な
い
。
自
行
の
預
金
者

デ
ー
タ
を
整
備
し
、
ど
の
よ
う
な
属
性
や

取
引
特
性
を
有
す
る
預
金
者
の
粘
着
性
が

高
い
か
、
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
て
い
る

か
を
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

将
来
の
自
行
預
金
見
通
し
の
精
緻
化
に
資

す
る
だ
け
で
な
く
、
取
る
べ
き
施
策
や
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧
客
層
も
変
わ
っ
て
く

る
。

　

マ
ク
ロ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
営
業
地

域
の
預
金
需
要
を
予
測
し
た
上
で
、
ミ
ク

ロ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
預
金
者
行
動
分

析
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
自
行
の
預

金
構
造
を
踏
ま
え
た
預
金
調
達
基
盤
の
持

続
可
能
性
に
関
す
る
検
証
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
足
元
の
金
利
上
昇
や
人
口
動
態

変
化
に
よ
り
預
金
調
達
基
盤
が
変
化
す
る

中
で
、
地
域
銀
行
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し

た
預
金
分
析
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
喫
緊
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
言
え
よ
う
。

　

改
正
指
針
案
で
示
さ
れ
た
金
利
変
動
と

預
金
減
少
は
例
示
で
あ
り
、
本
来
は
こ
う

し
た
事
象
を
含
め
て
経
営
に
影
響
を
与
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に
よ
る
持
続
可
能
性

を
検
証
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
特

に
こ
の
2
点
は
現
在
の
地
域
銀
行
の
経
営

課
題
と
関
連
性
が
強
い
。
重
要
な
こ
と
は
、

当
局
対
応
と
し
て
形
式
的
に
検
証
体
制
を

整
え
る
こ
と
よ
り
も
、
こ
う
し
た
分
析
、

検
証
へ
の
取
り
組
み
を
地
域
銀
行
自
身
の

調
達
基
盤
の
拡
大
や
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン

の
改
善
に
結
び
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
改

正
指
針
案
は
、
こ
う
し
た
地
域
銀
行
自
身

の
健
全
性
・
持
続
可
能
性
へ
の
自
主
的
な

取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
も
の
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。


